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JR常磐線佐貫駅周辺地域 

（出所）ふるさと龍ケ崎戦略プラン 

１ はじめに（策定趣旨） 

•  本市では,佐貫駅周辺地域

の高いポテンシャルを活かし,

玄関口にふさわしいにぎわい

を創出して市全体に波及させ

ることで,認知度向上や交流人

口の増加,そして,定住人口の

増加につなげていきたいと考

えています。 
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•  そのため,佐貫駅周辺地域の将来のあるべき姿を描くことを目的として,当

該地域の地域特性や期待される役割・機能を踏まえたまちづくりのコンセプ

トや目標,基本戦略を設定するとともに,ゾーン別の整備方針等を定める常磐

線佐貫駅周辺地域整備基本構想を策定します。 



２ 本構想の位置付け 
（１）上位計画における位置付け 

• 本市の最上位計画である「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」における重点戦略
「まちの活性化と知名度アップ」を実現するための取組の一つとして,対象地
域の将来目指すべき姿を基本構想として定める。 

• 「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」をはじめ,「龍ケ崎市都市計画マスタープラン」,
「龍ケ崎市人口ビジョン」,「龍ケ崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の各内
容を受け,相互の連携を図っていく。 
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ふるさと龍ケ崎戦略プラン 
(計画期間H24～H28年度) 

常磐線佐貫駅周辺地域整備基本構想 

(仮称)第２次ふるさと龍ケ崎戦略プラン  
(計画期間H29～H33年度） 

新都市計画マスタープラン
（計画期間H29～H38年度） 

    ・・・ 

主要施策アクションプラン 

龍ケ崎市人口ビジョン 

龍ケ崎市まち・ひと・
しごと創生総合戦略 

都市計画マスタープラン 
(計画期間H11～H28年度) 

（２）目標年次 

• 人口動態,社会構造の変化を考慮し,目標年次を2040年（平成52）年とする。 



３ 対象地域の現状 
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（１）対象地域の概要 

• 対象地域は,JR常磐線及び関東鉄
道竜ヶ崎線の佐貫駅周辺のおおむ
ね東西約3km,南北約2kmの範囲を
対象とする。 対象地域は,市唯一の
JR線の駅を有し,関東鉄道竜ヶ崎駅
とも接続していることから,本市の玄
関口を担っている。また,北西部に
は多様な生物が生息する自然豊か
な牛久沼が広がる。 

• 中心部は市街化区域として用途指
定された土地,周辺部は市街化調
整区域となっており,佐貫駅周辺は
商業地域,準工業地域等に指定さ
れている。 

 
（出所）龍ケ崎市都市計画図を加工 



３ 対象地域の現状 
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（２）上位計画等における対象地域の位置付け 

   
玄関口としての位置付け 

水辺などの自然・環境への位
置付け 

広域交通・生活利便拠
点としての位置付け 

ふるさと龍ケ
崎戦略プラン 

• 玄関口としての駅前空
間の魅力付けが一番の
課題 

• 土地利用の転換や交
通結節点としての機
能強化 

龍ケ崎市都市
計画マスター

プラン 

• 龍ケ崎の玄関口にふさ
わしい都市拠点 

• 玄関口にふさわしい活
力と自然が響きあう地
域 

• 牛久沼の自然や大地の緑を
守りはぐくみ,魅力ある環境
を充実する 

• 牛久沼の自然の保全・活用
と親水空間の整備 

• 身近な水・緑や歴史などを
生かして個性とうるおいの
ある空間をつくる 

• 生活利便の高い良好
な生活環境づくり 

平成28年度
主要施策アク
ションプラン 

• JR常磐線佐貫駅前の機
能向上 

• 牛久沼の有効活用 
• 駅前こどもステー

ション事業 
• 佐貫3号線整備事業 

龍ケ崎市ま
ち・ひと・し
ごと創生総合

戦略 

• 「通えるまちづくり」
の推進 

• JR常磐線佐貫駅を起点
としたにぎわいの創出 

• 観光ルート・魅力あるス
ポットの開発 

• 多極ネットワーク型
コンパクトシティの
推進 



３ 対象地域の現状 
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基本的な方向性１ 
  
市の玄関口にふさわし
いにぎわいの創出 
 
 

基本的な方向性２ 
  
水辺を中心とした豊か
な自然・景観資源を活
用した交流空間の創造 
 

基本的な方向性３ 
  

広域交通を活かした
土地利用の高度化と
利便性の高い豊かな
暮らしの実現 



３ 対象地域の現状 
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（３）地区別の現状 

（出所）「地理院地図」（国土地理院）をもとに作成 

 
【対象地域全体】 

 

○未利用地が多く開発ポテンシャルを有する。 

○本市の玄関口を担っている。 

○豊かな自然環境を有する。 

×駅近傍であるにもかかわらず,都市施設や商

業施設の集積が乏しく,未利用地が多く存在

し,にぎわいが少ない。 

×国道６号とＪＲ線が南北に貫通しており,東

西で市街地が分断されている。  

 
  



３ 対象地域の現状 
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（３）地区別の現状 

（出所）「地理院地図」（国土地理院）をもとに作成 

 

【佐貫駅東地区】 
 

○駅に隣接していながら未利用地が多く,開発
ポテンシャルが高い。 
○市唯一のJR線を有する市の玄関口である。 
○駅のパークアンドライド利用により,一定の
利用者が確保されている。 
×駅に隣接していながら未利用地が多く,利
便・にぎわい施設がほとんどない。 
 

 

【佐貫駅西地区】 
 

○駅に隣接していながら未利用地が多く,開発
ポテンシャルが高い。 
○市唯一のJR線を有する市の玄関口である。 
○自然豊かな牛久沼が徒歩圏内。 
×交通アクセスが悪い。 



３ 対象地域の現状 
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（３）地区別の現状 

（出所）「地理院地図」（国土地理院）をもとに作成 

 

【牛久沼南水辺地区】 
 

○自然豊かな牛久沼に隣接している。 
○牛久沼を活用した水辺公園が整備されてい
る。 
×水辺空間の知名度が低い。 
×駅からの交通アクセスが悪い。 

 

【若柴台の下・停車場線地区】 
 

○未利用地が多く,開発ポテンシャルが高い。 
○佐貫駅東口に近い。 
×インフラが未整備。 
×交通アクセスが悪い。 

 

【若柴宿地区】 
 

○歴史的景観が保全されている。 
○市民活動が活発。 



３ 対象地域の現状 
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期待される役割・機能 
  
  
  
１．「にぎわい」の 

創出 
 

・にぎわい拠点として  
の商業・公共機能強化 

・駅前シンボル空間整備
による地域のブラン
ディング 

・利用者活動を促すまち
の回遊性機能の向上 

２．「自然」の 
活用 

 
・自然環境を活かした
住民の憩い空間の 

 創出 
・広域交通と自然資源
による観光拠点機能
の強化と交流人口の
増加 

３．「暮らし」の 
向上 

 
・交通結節点機能の 
 強化 
・安全安心の住環境の
実現 
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４ 対象地域の将来像 
（１）まちづくりのコンセプト 

市民の誇るまち龍ケ崎の顔づくり 
 

～にぎわい,自然,暮らしで創造する交流の玄関口～ 
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４ 対象地域の将来像 
（２）まちづくりの目標及び基本戦略 

【まちづくりの目標】 

Ⅰ 市の玄関口にふさわしいにぎわいの創出 

Ⅱ 水辺を中心とした豊かな自然・景観資源を活用した交流空間の創造 

Ⅲ 広域交通を活かした土地利用の高度化と子育て環境の充実した豊かな暮らしの実現 

<基本戦略Ⅱ～自然～> 
・自然環境を活かした住民の憩い空間の創出 
・広域交通と自然資源による観光拠点機能の強化と交流人口の増加 

<基本戦略Ⅲ～暮らし～> 
・交通結節点機能の強化 
・子育て環境日本一をスローガンとした,安全安心の住環境の実現 

<基本戦略Ⅰ～にぎわい～> 
・にぎわい拠点としての商業・公共機能の強化 
・駅前シンボル空間整備による地域のブランディング 
・利用者活動を促すまちの回遊性機能の向上 
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５ 地区ごとの整備方針 
（１）ゾーニング 

 「佐貫駅東地区」と「佐貫駅西地区」は,共に駅を直接挟む地区でありながら分
断感が強く,市の玄関口としての機能強化のためには一体的な取組が求められ
ることから,１つのゾーンとして設定した。 
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５ 地区ごとの整備方針 
（２）整備方針及び計画 
 

【佐貫駅ゾーン】 
＜整備方針＞ 
商業・公共機能の強化,シンボル空間創出による地域ブ
ランディングの中心として,利用者の回遊性が増すよう
な交通結節点としての強みを活かしたにぎわいの整備
を行う。 

＜整備計画＞ 
 
 
 
短期 
計画 

・東口ロータリー改修 
・駅前こどもステーションの運営 
・都市計画道路佐貫３号線延伸事業 
・常磐線佐貫駅駅名改称 

中長期 
計画 

・商業,行政機能の拡充 
・子育て支援機能の拡充 
・駅前での企画イベント等の継続的     
 な実施 
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５ 地区ごとの整備方針 
（２）整備方針及び計画 
 

【牛久沼南水辺ゾーン】 

＜整備方針＞ 
水辺の自然を活かした空間整備により,広域を含めた
観光交流人口の増加とともに,地域住民にとっての憩い
の空間整備を行う。 
 

＜整備計画＞ 
 
 
 

短期 
計画 

・道の駅整備 
・龍ケ崎市の特産品等のプロモー
ション・情報発信機能の導入 

中長期 
計画 

・佐貫駅から牛久沼へのアクセス道    
   路の整備 
・牛久沼周囲の親水空間の整備 
（水辺公園,道の駅等の「点」から
「線」「面」への展開。周辺自治
体との連携も想定） 
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５ 地区ごとの整備方針 
（２）整備方針及び計画 
 

【若柴台の下・停車場線ゾーン】 
＜整備方針＞ 
地域の活性化を促進するための,周辺ゾーンとの交通
機能の確保と広域交通へのアクセス機能の整備を行う。 

＜整備計画＞ 
 
 
 
短期 
計画 

・都市計画道路佐貫３号線延伸事業
（再掲） 

中長期 
計画 

・停車場線沿線活用推進 
 （シンボルロード化） 
・停車場線から国道６号へのアクセ  
 ス道路の整備(広域交通・龍ケ崎市
街地方面へのアクセス機能強化） 

・沿道活用促進 
 （低未利用地の有効活用） 
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５ 地区ごとの整備方針 
（２）整備方針及び計画 
 

【若柴宿ゾーン】 

＜整備方針＞ 
自然環境や景観資源による若柴宿の空間を保全し, 
住民の豊かな暮らしを創造する整備を行う。 

＜整備計画＞ 
 
 
 
短期 
計画 

・サイン整備 
・散策路整備 

中長期 
計画 

・歴史的景観の保全活動等の継続的  
 な実施 
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５ 地区ごとの整備方針 
（３）事業スケジュール 

• 短期的（5年以内）に
は,2019年の茨城国体及び
2020年の東京オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会
をめどとし,市民の生活利
便性の向上や交流促進に
加え,それらのイベント等に
伴い増加が期待される来
訪者を最初に受け入れる
こととなる,市の玄関口とし
てふさわしい地域とするた
めの施策を実施する。  

• 長期的には,道路整備事業,
低未利用地の活用及びそ
れに関連した取組を実施
する。  


